
【山口県リハビリテーション講習会 受講申込書】

お　名　前

所　属　等

連　絡　先

昼食斡旋希望

関 連 区 分 1.当事者　2.当事者のご家族
3.医療・保健・福祉等関係者　4.その他

有　　　・　　　無

ふ　り　が　な

番号に○をして下さい

（医療・保健・福祉関係者）

障害のある方で
お手伝いが必要な方

※必要な方のみ記入

所在地（住所）：

電話番号：

所属：

職種：

※どのようなお手伝いが必要かご記入下さい
　例）車いすの為、座席の確保が必要　など

（お茶付600円）
（当日受付時に券を購入していただきます）

【お申し込み方法】

①FAX：0836-58-6503 又は

②郵  送：

どちらかでお申し込み下さい。〆切：9月2 日（月）

〒755-0241 宇部市大字東岐波 4004番地の2
山口県立こころの医療センター

高次脳機能障害支援センター

●この用紙をコピーしての使用も可能です。
●山口県立こころの医療センターのホームページからも様式をダウンロードできます。

ご案内
マップ 山口県吉敷下東 3丁目1番1号

TEL 083-934-2200

講　師　紹　介

橋本　衛 氏
は し も と ま も る

熊本大学医学部附属病院神経精神科・講師

【活動紹介】

午前の部

講演時間

10：10～
　橋本衛氏は、日本高次脳機能障害学会評議員、日本神経心理学学会評議員として

活動され、現在、熊本大学医学部で講師をされています。

　また、附属病院の高次脳機能障害専門外来で、高次脳機能障害の方の診断や治療に

従事されています。講師や専門外来の傍ら、記憶障害や前頭葉機能障害、社会的行動

障害を中心に研究もされています。熊本県内を中心に高次脳機能障害について講演を

され、参加者の方より大変好評いただいています。

【活動紹介】
　高次脳機能障害は障害の程度や症状がさまざまなため、個人に応じた介入が必要

です。熊本大学医学部附属病院では臨床心理士が当事者に対して詳細な神経心理検

査で病状を把握した後、当事者の必要に応じて、心理カウンセリング、認知リハビリ

テーション、感情のコントロールやスキルトレーニングなどを行っておられます。また、

家族支援の一環として家族介護者に対する心理面接にも取り組んでおられます。

当日はこれらの活動について事例を踏まえて講義していただく予定です。

【活動紹介】
　クラブハウスすてっぷななは、高次脳機能障害の方を対象に活動しています。具体的に、

地域活動支援センターでは就労を希望する方が、さまざまな活動のなかで自分の特性

に気づき、対応方法を身につけることを目標としています。また、自立生活アシスタント

事業では、当事者が生活している地域に出向き、できることを増やすための環境調整などを

おこなうことで「本人が望む地域生活の実現」に向けての支援をしています。これらの

活動を踏まえて生活の中で見えてくる支援について講義していただきます。

一美　奈緒子 氏
い ち み な お こ

熊本大学医学部附属病院神経精神科・臨床心理士

野々垣　睦美 氏
の の が き む つ み

クラブハウスすてっぷなな・統括所長

午前の部

講演時間

11：10～

午後の部

講演時間

13：30～
山口県総合保健会館

（多目的ホール）

http://www.y-kokoro.jp/

定員超過により受講いただけ

ない場合はご連絡させていた

だきます。【定員：800名】


